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はじめに

情報通信関連分野において、最近よく使われ
るキーワードとして、「情報バリアフリー」と
「ユビキタス」があります。前者は、情報利用
におけるさまざまな障壁（バリア）を取り除い
て、多くの人々が情報通信技術の恩恵を受けら
れるようにすること、そして、後者は、いつで
もどこでも情報通信技術を利用できる環境を
整備することを意味しています。

この「多言語同時処理によるアジア系言語の
自然言語翻訳に関する基礎研究」は、大阪外国
語大学を中心として、大阪府立産業技術総合研
究所、松下電器産業先端技術研究所などのメン
バーが産学官共同で取り組んでいる研究です。
そして、インターネット利用における障壁の一
つである「言語の壁」を取り除くことと、携帯
情報端末（PDA）に代表されるモバイル機器
を用いてユビキタス環境を実現することを目
標としています。なお、本研究は、平成14～
16年度 文部科学省 科学研究費 基盤研究（B）
課題番号 14310220の補助を受けています。

図1 言葉の壁を乗り越えて世界中の
人々とコラボレーションを

研究の概要

コンピュータによる多言語間の自動翻訳や
自動通訳を実現するためには、その基盤とな
るデータベースの整備が欠かせません。現在、
日本語や西欧諸国の言語については、データ
ベースの整備が比較的進んでいますが、アジ
ア系言語ではそうではありません。

アジア系言語に関するデータベースの整備
が遅れている原因としては、これらの言語を
コンピュータ上で扱うことがこれまで難しかっ
たことがあげられます。しかし、インターネッ
トの急速な普及とともに、アジア系言語を手
軽に、しかも同時に複数の言語を扱える環境
が徐々に整備されつつあります。

そこで、これらの環境を利用して、中国語、
タイ語、ベトナム語などをはじめとするアジア
系言語のデータベースを整備し、多言語同時処
理やマルチメディアコンテンツを誰もが手軽に
扱えるシステムを構築することが、本研究の大
きな目標です。

大阪府立産業技術総合研究所では、この共同
研究の分担課題として、多言語同時処理が行え
るデータベースのマルチメディアコンテンツの
作成と管理手法の開発を行い、その応用システ
ムとして、携帯情報端末からのデータアクセス
手法の開発に取り組んでいます。

研究の成果

これまでに、データベース、ウェブサーバ、
ウェブブラウザを組み合わせた応用システムと
して、複数のアジア系言語を同時に扱うことの
できるデータベースアプリケーションを作成し
ました（図2）。このシステムでは、各言語の
文字情報だけではなく、音声情報といったマル
チメディア情報も扱うことができるようになっ
ています。
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ウェブを利用した単純なサービスは、さまざ
まな場所での導入がかなり進み、現在はその次
の応用が模索されいる段階です。その一つとし
て多言語の利用があげられます。政府機関や自
治体に限らず、一般企業においても、海外、と
くにアジアへの進出をにらんで、多言語を扱え
るシステムが徐々に導入されるようになりつつ
あります。本システムの開発によって得られた
技術は、今後、多言語応用システムに関する技
術支援に多いに役立つと考えられます。

本システムでは、サーバ側のシステムは、オ
ペレーティングシステム、データベース、ウェ
ブサーバまで、すべてインターネットで無償公
開されているオープンソースソフトウェアを
用いて開発を行っています。またウェブブラウ
ザはパソコンに標準装備されているか、イン
ターネットで無償配布されているものを利用
します。

図2 アジア系言語を検索できる
ウェブアプリケーション

また、携帯情報端末を応用したシステムを
あわせて開発しました。このシステムでは、日
本語・中国語・タイ語の相互間で、基本となる
約5,000の単語と、海外旅行での利用を想定し
た約1,000の会話集をそれぞれ検索することが
可能となっています。先に紹介したウェブ応用
システムを利用するには、ネットワーク環境と
ノートパソコンが必須であり、これでは、いつ
でもどこでも使えるシステムとはいえません。
しかし、この携帯情報端末を用いたシステム
は、すべてのデータが携帯情報端末に登録さ
れているので、ネットワーク環境が利用でき

ない場所でも、多言語データベースを検索す
ることができます。このシステムを図3に示し
ます。

図3 携帯情報端末用多言語電子辞書

今後の展開

大阪外国語大学では、専攻25言語について、
文字データやネイティブスピーカの発話による
音声データの電子化を進めています。大阪府立
産業技術総合研究所では、そのデータの整備に
合わせて、より実用的な応用アプリケーション
の充実を目指しています。そして、最終的には
コンピュータを使ったアジア系言語を対象とし
た多言語音声自動翻訳の実験システムの構築を
図っています。
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